
資
　
　
　
　
料

第
四
次
ド
イ
ツ
・
マ
ル
ク
貸
借
対
照
表
補
完
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
　
藤
　
正
　
　
一

小

引

　
ド
イ
ツ
・
マ
ル
ク
貸
借
対
照
表
法
の
補
充
な
ら
び
に
変
更
に
関
す
る
、
筆
者
が
仮
り
に
補
完
法
と
略
称
し
て
い
る
も
の
は
、
既
に

そ
の
第
三
次
の
も
の
ま
で
三
つ
の
独
立
し
た
法
律
と
し
て
、
相
次
い
で
公
布
・
施
行
せ
ら
れ
て
来
た
。
茲
に
紹
介
す
る
の
は
こ
れ
等

に
次
ぐ
第
四
次
の
も
の
で
、
V
i
e
r
t
e
s

D
-
M
a
r
k
b
i
l
a
n
z
e
r
g
a
n
z
u
n
g
s
g
e
s
e
t
z
v
o
m

7
.

A
p
r
i
l

1
9
6
1
(
B
G
B
I
.

I

S
.
4
1
3
)

で
あ
る
。

　
こ
の
第
四
次
補
完
法
を
以
っ
て
、
ド
イ
ツ
・
マ
ル
ク
開
始
貸
借
対
照
表
の
為
の
立
法
措
置
は
、
一
応
終
止
符
が
打
た
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
と
報
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
盍
し
目
下
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
以
上
更
ら
に
立
法
的
措
置
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
事
態
の
推
移
は
、
予

想
せ
ら
れ
な
い
為
で
あ
る
と
い
う
。
顧
れ
ば
一
九
四
九
年
ド
イ
ツ
・
マ
ル
ク
貸
借
対
照
表
法
と
い
う
画
期
的
立
法
に
よ
り
、
当
時
の
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弊
制
改
革
に
伴
う
緊
急
措
置
と
し
て
、
企
業
経
理
の
建
直
し
の
為
に
会
計
に
お
け
る
継
続
性
を
中
断
す
る
と
い
う
英
断
に
出
で
て
よ

り
、
既
に
十
数
年
を
経
過
し
た
。
こ
の
間
筆
者
が
固
有
法
と
略
称
す
る
右
の
一
九
四
九
年
法
に
続
い
て
、
ベ
ル
リ
ン
地
区
や
ザ
ー
ル

地
域
な
ど
に
対
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
も
の
が
備
え
ら
れ
、
一
方
固
有
法
の
適
用
地
域
の
拡
大
が
行
わ
れ
る
と
共
に
、
元
来
施
行
規

則
な
ど
の
付
属
法
令
を
伴
わ
な
い
で
ス
タ
ー
ト
し
た
、
固
有
法
な
ら
び
に
こ
れ
に
準
ず
る
上
記
の
特
別
地
域
に
対
す
る
も
の
に
つ
い

て
、
施
行
の
経
験
と
そ
の
後
の
事
情
の
変
化
に
伴
っ
て
必
要
と
な
っ
た
補
充
や
変
更
に
つ
き
、
数
次
の
補
完
法
を
以
っ
て
こ
れ
に
応

じ
て
来
た
も
の
で
あ
っ
た
。
今
こ
こ
に
い
う
第
四
次
の
も
の
で
、
漸
く
そ
の
最
終
的
処
置
が
採
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
固
有
法

以
来
そ
の
全
貌
に
つ
い
て
、
数
年
間
に
亘
り
訳
出
・
紹
介
し
て
来
た
筆
者
と
し
て
も
、
会
計
的
側
面
よ
り
の
内
容
に
関
す
る
再
検
討

は
暫
く
別
と
し
て
、
資
料
・
紹
介
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
た
一
応
の
結
末
を
つ
け
る
こ
と
と
な
り
得
た
よ
う
に
思
う
。

　
こ
の
第
四
次
補
完
法
は
、
内
容
的
に
は
商
法
的
側
面
と
税
法
的
側
面
と
の
二
部
に
分
れ
て
編
成
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て

実
質
的
に
は
、
特
定
の
財
産
諸
物
件
に
関
す
る
評
価
の
取
扱
が
、
従
来
の
規
定
か
ら
か
な
り
乖
離
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
特
に

固
有
法
第
四
十
七
条
に
よ
る
掲
上
価
額
の
商
法
的
側
面
の
修
正
に
重
要
な
変
更
が
加
え
ら
れ
、
こ
れ
に
応
じ
て
税
務
貸
借
対
照
表
に

つ
い
て
も
、
そ
の
変
更
と
こ
れ
に
伴
う
処
置
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　
更
ら
に
在
外
財
産
そ
の
他
の
、
従
来
の
措
置
で
は
備
忘
価
額
も
し
く
は
暫
定
的
価
額
を
以
っ
て
せ
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
、
最
終

的
な
評
価
額
が
与
え
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
は
近
年
に
な
っ
て
漸
く
、
国
際
的
協
約
や
私
的
な
取
極
め
又
は
押
収
し
た
相
手
国
の

一
方
的
措
置
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
の
在
外
財
産
の
大
半
の
処
置
が
明
ら
か
と
な
る
一
方
、
戦
災
処
理
法
に
よ
っ
て
、
そ
の
他
の
ド
イ

ツ
・
マ
ル
ク
貸
借
対
照
表
上
の
財
産
の
大
部
分
の
最
終
的
掲
上
価
額
が
確
定
せ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
の
外
、
負
担
調
整
法
に
基
づ
く
供
出
の
財
産
諸
物
件
、
己
に
掲
上
済
の
「
参
加
」
の
掲
上
金
額
の
再
修
正
、
過
剰
法
定
積
立
金
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の
取
扱
、
解
散
会
社
の
継
続
、
資
本
欠
如
勘
定
の
消
去
な
ど
に
関
す
る
規
定
、
な
ら
び
に
特
殊
の
企
業
に
お
け
る
退
職
給
与
引
当
金

に
関
す
る
税
法
上
の
取
扱
に
関
す
る
も
の
な
ど
を
含
ん
で
い
る
。

　
訳
文
は
若
干
晦
渋
で
も
な
る
べ
く
原
文
に
近
い
よ
う
に
心
掛
け
た
。
訳
者
の
主
観
に
よ
る
平
易
化
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
原
文
を

正
し
く
反
映
す
る
上
で
正
鴻
を
失
す
る
虞
が
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
内
容
に
関
す
る
解
説
け
、
紙
幅
の
関
係
上
今
回
は
こ
れ

を
断
念
し
、
こ
れ
を
他
日
に
期
し
た
。
そ
の
代
り
特
殊
の
用
語
や
訳
者
の
已
む
を
得
ず
当
て
た
新
造
語
に
は
、
な
る
べ
く
原
語
を
併

記
し
、
必
要
最
少
限
度
の
注
記
を
付
け
る
方
法
を
採
っ
た
。

　
な
お
従
前
の
す
べ
て
の
拙
訳
お
よ
び
解
説
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
関
係
拙
稿
で
随
所
に
こ
れ
を
注
記
し
て
来
た
が
、
特
に
本
誌
第

十
三
号
所
載
の
拙
稿
の
末
尾
に
お
け
る
注
記
に
は
、
そ
の
主
要
な
も
の
を
掲
げ
て
お
い
た
。
必
要
に
よ
り
そ
れ
等
と
の
対
照
を
乞
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
三
十
八
年
睦
月
中
旬
、
宇
奈
根
台
に
て
）

　
　
　
　
　
第
一
部
商
法
的
規
定

　
　
　
　
　
　
第
一
章
　
在
外
財
産
及
び
そ
の
他
の
暫
定
的
に
評
価
さ
れ
た
財
産
諸
物
件

　
　
　
　
　
　
　
第
一
節
　
在
　
外
　
財
　
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
条

　
日
　
ド
イ
ツ
・
マ
ル
ク
貸
借
対
照
表
法
（
以
下
本
訳
文
に
お
い
て
は
固
有
法
と
略
称
す
る
ー
訳
者
）
第
九
条
に
よ
り
評
価
す
べ
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き
で
あ
っ
た
財
産
諸
物
件
に
つ
き
、
已
に
掲
上
せ
ら
れ
て
い
る
備
忘
項
目
又
は
そ
の
他
の
価
額
は
、
そ
れ
等
の
財
産
諸
物
件
が
本
法

の
施
行
前
に
返
還
せ
ら
れ
て
居
り
、
も
し
く
は
こ
の
時
以
降
に
返
還
せ
ら
れ
る
と
き
は
、
第
二
項
に
規
定
す
る
最
終
的
価
額
の
掲
上

に
よ
り
、
こ
れ
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
已
に
掲
上
せ
ら
れ
て
い
る
価
額
は
、
第
二
項
に
よ
り
最
終
的
価
額
と
し
て
維
持
し
得

ら
れ
な
い
限
り
、
こ
れ
を
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
§
　
財
産
諸
物
件
は
、
そ
れ
等
が
返
還
せ
ら
れ
る
時
に
お
い
て
付
す
べ
き
価
額
を
最
高
限
度
と
し
て
、
最
終
的
に
こ
れ
を
掲
上
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
呻
　
第
二
項
に
よ
り
許
容
せ
ら
れ
る
価
額
は
、
正
規
簿
記
の
諸
原
則
が
、
決
算
日
に
お
い
て
の
減
価
償
却
又
は
価
値
修
正
を
要
請

し
な
い
場
合
に
お
い
て
の
み
、
こ
れ
を
掲
上
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
糾
　
固
有
法
第
四
十
七
条
は
、
第
一
項
に
よ
る
価
額
の
変
更
に
は
適
用
し
な
い
。

　
〔
訳
者
注
〕
　
第
二
項
の
「
返
還
せ
ら
れ
る
時
に
お
い
て
付
す
べ
き
価
額
」
は
、
ド
イ
ッ
商
法
、
同
株
式
法
お
よ
び
固
有
法
等
に
お
い
て
用
い
ら
れ

　
て
い
る
も
の
と
同
様
に
、
本
学
研
究
叢
書
第
四
冊
拙
稿
「
ド
イ
ッ
・
マ
ル
タ
貸
借
対
照
表
の
研
究
」
第
五
五
頁
以
下
で
論
じ
た
通
り
の
性
質
の
も

　
の
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
条

　
０
　
第
一
条
に
よ
り
変
更
し
得
る
価
額
は
、
積
立
金
が
設
け
ら
れ
る
営
業
年
度
の
年
度
貸
借
対
照
表
上
に
お
い
て
の
み
、
こ
れ
を

変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
条
に
よ
り
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
価
額
は
、
こ
の
年
度
貸
借
対
照
表
上
に
お
い
て
変
更
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
積
立
金
が
設
け
ら
れ
る
営
業
年
度
の
年
度
貸
借
対
照
表
が
、
本
法
の
施
行
の
時
に
確
定
済
で
あ
る
と
き
は
、
本

法
の
施
行
後
の
最
初
の
確
定
年
度
貸
借
対
照
表
が
こ
れ
に
代
わ
る
も
の
と
す
る
。
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目
　
第
一
項
に
定
め
る
年
度
貸
借
対
照
表
お
よ
び
そ
の
後
の
年
度
貸
借
対
照
表
に
つ
い
て
は
、
返
還
せ
ら
れ
た
財
産
諸
物
件
に
対

し
て
第
一
項
に
定
め
る
年
度
貸
借
対
照
表
に
掲
げ
ら
れ
た
価
額
を
、
そ
れ
が
こ
の
年
度
貸
借
対
照
表
に
つ
き
第
一
項
、
第
二
項
お
よ

び
第
三
項
に
よ
り
許
容
せ
ら
れ
る
最
高
価
額
を
越
え
な
い
限
り
、
株
式
法
第
百
三
十
三
条
第
一
号
乃
至
三
号
、
有
限
責
任
会
社
に
関

す
る
法
律
第
四
十
二
条
第
一
号
、
協
同
組
合
法
　
（
G
e
n
o
s
s
e
n
s
c
h
a
f
t
s
g
e
s
e
t
z
)
　
第
三
十
三
条
ｃ
第
一
号
及
び
第
二
号
、
な
ら
び

に
定
款
の
(
d
e
r

S
a
t
z
u
n
g

d
e
s

G
e
s
e
l
l
s
c
h
a
f
t
s
v
e
r
t
r
a
g
e
s
｡

d
e
s

S
t
a
t
u
t
s
)
こ
れ
に
相
当
す
る
規
定
の
意
味
に
お
け
る
、

取
得
価
額
又
は
製
作
価
額
と
す
る
。

　
〔
訳
者
注
〕
　
単
に
協
同
組
合
法
と
い
う
の
は
、
営
利
・
経
済
協
同
組
合
法
(
G
e
s
e
t
z

b
e
t
r
e
f
f
e
n
dd
i
e
E
r
w
e
r
b
s
-
u
n
d

W
i
r
t
s
c
h
a
f
t
s
g
e
n
-

　
o
s
s
e
n
s
c
h
a
f
t
e
n
v
o
m

2
0
.

5
.

1
8
9
8
)
を
指
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
条

　
第
一
条
お
よ
び
第
二
条
は
次
の
各
場
合
に
こ
れ
を
準
用
す
る
。

　
一
、
返
還
さ
れ
な
い
財
産
物
件
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
に
対
し
他
の
財
産
物
件
、
特
に
賠
償
　
(
E
n
t
s
c
h
a
d
i
g
u
n
g
)
　
が
保
証
せ
ら

　
　
れ
て
い
る
と
き
。

　
二
、
固
有
法
第
九
条
に
よ
っ
て
評
価
す
べ
き
で
あ
っ
た
財
産
諸
物
件
が
、
外
国
に
お
い
て
ド
イ
ツ
の
在
外
財
産
の
取
扱
に
関
し
て

　
　
採
ら
れ
た
措
置
に
基
づ
い
て
、
対
価
を
払
っ
て
す
る
還
付
取
得
(
R
u
c
k
e
r
w
e
r
b
)
の
方
法
に
よ
り
再
び
取
得
せ
ら
れ
た
と

　
　
き
。

　
三
、
そ
の
最
終
的
評
価
が
第
一
条
、
第
二
条
に
よ
っ
て
定
ま
る
財
産
諸
物
件
の
返
還
、
第
一
号
の
意
味
に
お
け
る
財
産
諸
物
件
の

　
　
保
証
、
も
し
く
は
第
二
号
の
意
味
に
お
け
る
財
産
諸
物
件
の
還
付
取
得
に
関
連
し
て
、
返
還
、
保
証
ま
た
は
還
付
取
得
の
時
ま
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で
に
、
こ
れ
等
の
財
産
諸
物
件
に
生
じ
た
収
益
、
こ
の
収
益
よ
り
生
じ
た
財
産
諸
物
件
、
ま
た
は
そ
の
他
の
財
産
が
取
得
せ
ら

　
　
れ
た
と
き
。

　
［
訳
者
注
］
　
還
付
取
得
と
は
、
単
純
な
返
還
(
R
u
c
k
g
a
b
e
)
と
区
別
せ
ん
が
為
に
別
語
を
採
っ
た
も
の
。
訳
者
の
造
語
で
あ
る
。
他
に
適
訳
も

　
し
く
は
定
っ
た
訳
語
が
あ
れ
ば
改
め
る
予
定
。
以
下
造
語
に
つ
い
て
は
凡
て
同
様
。

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
節
　
そ
の
他
の
暫
定
的
に
評
価
せ
ら
れ
た
財
産
諸
物
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
条

　
日
　
新
幣
制
地
域
外
に
在
る
財
産
諸
物
件
、
特
に
新
幣
制
地
域
外
の
債
務
者
に
対
す
る
債
権
、
な
ら
び
に
固
有
法
も
し
く
は
ド
イ

ツ
・
マ
ル
ク
貸
借
対
照
表
補
完
法
の
規
定
に
基
づ
き
開
始
貸
借
対
照
表
に
、
暫
定
的
に
備
忘
項
目
を
以
っ
て
掲
上
し
又
は
暫
定
的
に

評
価
す
べ
き
で
あ
っ
た
そ
の
他
の
財
産
諸
物
件
の
掲
上
価
額
は
、
暫
定
的
評
価
の
根
拠
が
消
滅
し
且
つ
法
律
的
に
最
終
的
価
額
が
特

に
定
ま
ら
な
い
と
き
は
、
第
二
項
に
定
め
る
最
終
的
価
額
の
掲
上
に
よ
り
、
こ
れ
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
掲
上
価
額
は
、
第

二
項
に
よ
り
最
終
的
価
額
と
し
て
維
持
し
得
な
い
と
き
は
、
こ
れ
を
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
一
条
第
四
項
は
こ
れ
を
準
用

す
る
。

　
㈹
　
財
産
諸
物
件
は
、
そ
の
暫
定
的
評
価
の
根
拠
が
消
滅
し
た
時
に
お
い
て
付
す
べ
き
価
額
を
越
え
な
い
価
額
を
以
っ
て
、
最
終

的
に
掲
上
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
条
第
三
項
は
こ
れ
を
準
用
す
る
。

　
日
　
第
一
項
に
よ
り
変
更
し
得
る
掲
上
価
額
は
、
暫
定
的
評
価
の
根
拠
の
消
滅
し
た
営
業
年
度
の
年
度
貸
借
対
照
表
に
お
い
て
の

み
、
こ
れ
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
項
に
よ
り
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
掲
上
金
額
は
、
こ
の
貸
借
対
照
表
に
お
い
て

変
更
す
る
こ
と
を
要
す
る
。
暫
定
的
評
価
の
根
拠
の
消
滅
し
た
営
業
年
度
の
年
度
貸
借
対
照
表
が
、
本
法
の
施
行
の
時
既
に
確
定
済
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で
あ
る
と
き
は
、
本
法
施
行
後
の
最
初
の
確
定
年
度
貸
借
対
照
表
が
こ
れ
に
代
わ
る
も
の
と
す
る
。
第
二
条
第
二
項
は
こ
れ
を
準
用

す
る
。

　
糾
　
そ
の
最
終
的
評
価
が
第
一
項
乃
至
第
三
項
に
よ
り
定
ま
る
財
産
諸
物
件
の
代
り
に
、
も
し
く
は
そ
れ
等
と
の
関
連
に
お
い

て
、
第
三
条
第
一
号
お
よ
び
第
三
号
に
掲
げ
た
性
質
（
A
r
t
）
の
財
産
諸
物
件
を
取
得
し
た
と
き
は
、
第
一
項
乃
至
第
三
項
を
準
用

す
る
。

　
㈲
　
為
替
債
務
関
係
の
掲
上
価
額
お
よ
び
外
国
債
権
者
に
対
す
る
債
務
の
掲
上
価
額
の
修
正
に
つ
い
て
は
、
法
律
上
そ
の
最
終
的

掲
上
価
額
が
特
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
限
り
、
な
お
固
有
法
第
四
十
七
条
の
規
定
に
拠
る
。

　
〔
訳
者
注
〕
　
第
一
項
の
ド
イ
ッ
・
マ
ル
タ
賃
借
対
照
表
補
完
法
は
原
文
で
は
複
数
で
あ
る
。
従
っ
て
補
完
法
全
体
を
指
す
も
の
で
特
定
次
の
そ
れ

　
で
は
な
い
と
看
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
第
二
項
の
「
返
還
せ
ら
れ
る
時
に
お
い
て
付
す
べ
き
価
額
」
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
に
対
す
る
訳
者
注
と
同

　
断
。

　
　
　
　
　
　
　
　
節
三
節
　
貨
幣
機
関
、
保
険
業
お
よ
び
建
築
貯
蓄
金
庫
へ
の
適
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
五
条

　
日
　
貨
幣
機
関
（
G
e
l
d
i
n
s
t
i
t
u
t
)
　
の
証
明
済
換
算
計
算
書
(
b
e
s
t
a
t
i
g
t
e

U
m
s
t
e
l
l
u
n
g
s
r
e
c
h
n
u
n
g
)
又
は
旧
銀
行
計
算

書
(
A
l
t
b
a
n
k
e
n
r
e
c
h
n
u
n
g
)
’
も
し
く
は
保
険
業
又
は
建
築
貯
蓄
金
庫
の
証
明
済
換
算
計
算
書
に
、
固
有
法
も
し
く
は
ド
イ
ッ
・

マ
ル
ク
貸
借
対
照
表
補
完
法
に
よ
っ
て
作
成
せ
ら
れ
る
開
始
貸
借
対
照
表
に
掲
上
さ
れ
る
と
き
第
一
条
乃
至
第
四
条
に
よ
っ
て
そ
の

最
終
的
評
価
の
決
定
せ
ら
れ
る
べ
き
財
産
諸
物
件
が
、
こ
の
規
定
に
よ
る
許
容
最
高
価
額
よ
り
低
い
価
額
に
て
掲
上
せ
ら
れ
て
い
る

と
き
は
、
企
業
は
第
二
項
に
定
め
る
年
度
貸
借
対
照
表
に
お
い
て
、
前
営
業
年
度
の
年
度
貸
借
対
照
表
上
財
産
物
件
に
付
し
た
よ
り

175-



低
い
価
額
を
、
第
一
条
乃
至
第
四
条
に
よ
り
許
容
せ
ら
れ
る
よ
り
高
い
価
額
の
挿
入
に
よ
り
こ
れ
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第

一
条
第
四
項
は
こ
れ
を
準
用
す
る
。

　
目
　
掲
上
価
額
は
、
第
二
条
第
一
項
第
一
段
及
び
第
三
段
、
第
四
条
第
三
項
第
一
段
及
び
第
三
段
に
定
め
る
年
度
貸
借
対
照
表
に

お
い
て
の
み
、
第
一
項
に
基
づ
い
て
こ
れ
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
企
業
の
換
算
計
算
書
又
は
旧
銀
行
計
算
書
が
、
第
一
段
に

定
め
る
年
度
貸
借
対
照
表
の
作
成
日
以
後
に
お
い
て
証
明
せ
ら
れ
る
と
き
は
、
換
算
計
算
書
又
は
旧
銀
行
計
算
書
が
証
明
せ
ら
れ
る

営
業
年
度
の
年
度
貸
借
対
照
表
が
、
こ
の
年
度
貸
借
対
照
表
に
代
わ
る
も
の
と
す
る
。
第
二
条
第
二
項
は
こ
れ
を
準
用
す
る
。

　
〔
訳
者
注
〕
貨
幣
機
関
と
は
通
貨
法
(
W
a
h
r
u
n
g
s
g
e
s
e
t
z
v
o
m

2
0
.
6
.
1
9
4
8
)
が
、
振
替
為
替
局
、
郵
便
貯
金
局
を
含
め
て
の
、
凡
て
の
信

　
用
機
関
を
示
す
語
と
し
て
用
い
た
も
の
。
補
完
法
に
つ
い
て
は
前
条
の
訳
者
注
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
節
　
ザ
ー
ル
・
ド
イ
ツ
・
マ
ル
ク
貸
借
対
照
表
法
に
よ
り
暫
定
的
に
評
価
せ
ら
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
財
産
諸
物
件
の
最
終
的
評
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
六
条

　
　
一
九
五
九
年
六
月
三
十
日
付
ザ
ー
ル
・
ド
イ
ツ
・
マ
ル
ク
貸
借
対
照
表
法
（
連
邦
法
令
公
報
Ｉ
三
七
二
頁
）
の
規
定
に
よ
り
作
成
せ

ら
れ
る
ド
イ
ツ
・
マ
ル
ク
に
よ
る
開
始
貸
借
対
照
表
に
、
暫
定
的
に
備
忘
項
目
を
も
っ
て
掲
上
せ
ら
れ
た
財
産
諸
物
件
の
最
終
的
評

価
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
乃
至
第
四
条
を
準
用
す
る
。

　
〔
訳
者
注
〕
　
ザ
ー
タ
法
に
つ
い
て
は
、
本
学
会
研
究
叢
書
第
四
冊
の
拙
稿
第
二
十
七
頁
以
下
の
参
照
を
乞
う
。
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第
二
章
　
参
加
の
掲
上
価
額
の
再
修
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
七
条

　
日
　
修
正
貸
借
対
照
表
（
第
四
項
）
の
作
成
日
に
お
い
て
、
な
お
第
三
次
ド
イ
ツ
・
マ
ル
ク
貸
借
対
照
表
補
完
法
第
四
条
第
一
項

第
二
段
に
い
う
参
加
に
該
当
す
る
、
同
第
一
条
乃
至
第
九
条
に
基
づ
く
資
本
会
社
に
対
す
る
持
分
の
最
終
的
掲
上
価
額
は
、
参
加
関

係
と
な
る
資
本
会
社
が
、
そ
の
開
始
貸
借
対
照
表
に
掲
げ
た
価
額
を
後
の
年
度
貸
借
対
照
表
上
引
上
げ
、
そ
の
価
額
引
上
の
総
額

が
、
第
三
次
ド
イ
ツ
・
マ
ル
ク
貸
借
対
照
表
補
完
法
第
二
条
第
五
項
の
意
味
に
お
け
る
自
己
資
本
の
百
分
の
二
十
に
達
す
る
と
き

は
、
こ
れ
を
修
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
条
件
が
繰
り
返
し
生
ず
る
と
き
は
、
そ
の
都
度
修
正
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
図
　
第
一
項
の
適
用
に
は
、
本
法
第
一
条
乃
至
第
五
条
お
よ
び
ザ
ー
ル
・
ド
イ
ツ
・
マ
ル
ク
貸
借
対
照
表
補
完
法
第
五
十
八
条
乃

至
第
六
十
条
に
基
づ
く
価
額
引
上
の
み
を
顧
慮
す
べ
き
も
の
と
す
る
。
本
法
の
施
行
に
先
立
ち
固
有
法
第
四
十
七
条
に
基
づ
い
て
、

よ
り
高
い
金
額
の
掲
上
に
よ
り
修
正
せ
ら
れ
た
掲
上
価
額
が
、
こ
の
修
正
が
な
け
れ
ば
第
一
条
乃
至
第
四
条
に
基
づ
い
て
修
正
額
だ

け
引
上
げ
得
べ
き
も
の
で
あ
る
と
き
も
、
本
法
第
一
条
乃
至
第
五
条
に
拠
る
価
額
引
上
に
等
し
い
も
の
と
す
る
。

　
呻
　
参
加
に
つ
き
掲
上
し
た
価
額
は
、
参
加
関
係
に
在
る
資
本
会
社
の
自
己
資
本
の
引
上
顎
の
う
ち
、
参
加
に
割
合
上
相
当
す
る

額
を
最
高
限
と
し
て
修
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
条
第
三
項
は
こ
れ
を
準
用
す
る
。
修
正
に
は
固
有
法
第
四
十
七
条
を
、
法
定

積
立
金
（
特
別
積
立
金
）
に
組
入
れ
な
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
金
額
は
、
法
定
積
立
金
（
特
別
積
立
金
）
が
名
目
資
本
金
の
百
分
の
十

も
し
く
は
定
款
に
定
め
た
こ
れ
を
超
え
る
割
合
に
違
し
た
と
き
は
、
任
意
積
立
金
に
も
組
入
れ
得
る
こ
と
と
し
て
、
こ
れ
を
適
用
す
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る
。

　
岡
　
修
正
は
、
参
加
関
係
に
在
る
資
本
会
社
が
、
第
二
項
の
意
味
に
お
け
る
価
額
の
引
上
に
よ
り
、
第
一
項
第
一
段
に
定
め
る
総

額
に
達
し
た
年
度
貸
借
対
照
表
を
確
定
し
た
営
業
年
度
の
年
度
貸
借
対
照
表
に
お
い
て
の
み
、
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
第
一

段
に
定
め
る
修
正
貸
借
対
照
表
が
、
本
法
施
行
の
時
既
に
確
定
済
で
あ
る
と
き
は
、
本
法
施
行
後
の
最
初
の
確
定
年
度
貸
借
対
照
表

が
こ
れ
に
代
わ
る
も
の
と
す
る
。

　
陶
　
貨
幣
機
関
、
保
険
業
又
は
建
築
貯
蓄
金
庫
に
お
い
て
の
、
第
三
次
ド
イ
ツ
・
マ
ル
ク
貸
借
対
照
表
補
完
法
第
九
条
に
基
づ
く

最
終
的
掲
上
価
額
の
第
一
項
乃
至
第
四
項
に
拠
る
修
正
は
、
企
業
の
換
算
計
算
書
を
拘
束
し
な
い
。
修
正
に
は
第
三
次
ド
イ
ツ
・
マ

ル
ク
貸
借
対
照
表
補
完
法
第
九
条
第
二
項
乃
至
第
七
項
を
準
用
す
る
。
本
条
第
三
項
第
二
段
の
規
定
は
、
こ
れ
を
適
用
し
な
い
。

　
〔
訳
者
注
〕
　
参
加
は
B
e
t
e
i
l
i
g
u
n
g
’
「
企
業
参
加
」
と
も
訳
さ
れ
て
い
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
第
三
章
　
過
剰
の
法
定
積
立
金
の
任
意
積
立
金
へ
の
繰
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
八
条

　
日
　
資
本
会
社
（
株
式
会
社
、
株
式
合
資
会
社
、
有
限
責
任
会
社
）
は
、
法
定
積
立
金
（
特
別
積
立
金
）
を
、
そ
の
額
が
名
目
資

本
金
の
百
分
の
十
も
し
く
は
定
款
に
法
定
積
立
金
の
最
低
額
と
し
て
定
め
た
こ
れ
を
超
え
る
割
合
を
超
過
す
る
と
き
は
、
こ
れ
を
任

意
積
立
金
に
繰
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
資
本
関
係
の
新
決
定
に
際
し
法
定
積
立
金
に
組
入
れ
ら
れ
た
も
の
、
お
よ
び
後
の
年

度
貸
借
対
照
表
に
お
い
て
、
固
有
法
第
四
十
七
条
第
一
項
に
よ
り
組
入
れ
ら
れ
た
も
の
の
合
計
額
を
限
度
と
す
る
。
こ
の
合
計
額

-178-



は
、
返
還
法
　
(
R
u
c
k
e
r
s
t
a
t
t
u
n
g
s
g
e
s
e
t
z
)
　
に
基
づ
い
て
返
還
せ
ら
る
べ
き
財
産
諸
物
件
に
対
す
る
請
求
権
に
つ
い
て
の
掲
上

額
と
、
こ
の
財
産
諸
物
件
に
つ
き
返
還
後
掲
上
せ
ら
れ
た
よ
り
高
い
金
額
と
の
差
額
だ
け
増
大
す
る
。
但
し
こ
の
額
が
法
定
積
立
金

に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
き
に
限
る
。

　
§
　
第
一
項
は
、
営
利
・
経
済
協
同
組
合
に
こ
れ
を
準
用
す
る
。

　
〔
訳
者
注
〕
　
返
還
法
と
は
人
種
、
宗
教
、
国
籍
そ
の
他
の
理
由
か
ら
没
収
さ
れ
て
い
た
財
産
諸
物
件
の
返
還
に
関
す
る
も
の
で
、
軍
政
府
法
律
第

　
五
九
号
「
米
占
領
地
区
は
一
九
四
七
年
十
一
月
十
日
付
、
英
占
領
域
区
は
一
九
四
九
年
五
月
十
二
日
付
）
、
そ
の
他
仏
占
領
地
区
や
西
ベ
ル
リ
ン

　
に
つ
い
て
の
同
主
旨
の
命
令
を
指
す
。

　
　
　
　
　
　
　
第
四
章
　
特
殊
の
場
合
に
お
け
る
解
散
企
業
の
継
続

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
九
条

　
日
　
固
有
法
第
八
十
条
第
一
項
お
よ
び
第
四
項
に
よ
り
も
し
く
は
そ
の
他
の
理
由
に
基
づ
い
て
、
資
本
関
係
の
新
決
定
に
先
立
っ

て
解
散
し
た
株
式
会
社
、
株
式
合
資
会
社
、
有
限
責
任
会
社
も
し
く
は
協
同
組
合
に
対
し
、
第
一
条
第
一
項
の
意
味
に
お
け
る
財
産

諸
物
件
が
返
還
せ
ら
れ
、
も
し
く
は
こ
れ
等
に
対
し
こ
の
種
の
財
産
諸
物
件
に
つ
き
、
賠
償
(
E
r
s
a
t
z
)
ま
た
は
填
補
(
E
n
t
s
c
h
-

a
d
i
g
u
n
g
)
が
保
証
せ
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
企
業
の
継
続
に
つ
き
、
第
二
次
ド
イ
ツ
・
マ
ル
ク
貸
借
対
照
表
補
完
法
第
一
条
第
一

項
乃
至
第
三
項
お
よ
び
第
二
条
を
、
次
の
諸
項
の
制
限
の
下
に
準
用
す
る
。
企
業
が
固
有
法
も
し
く
は
ド
イ
ツ
・
マ
ル
ク
貸
借
対
照

表
補
完
法
に
従
い
、
備
忘
項
目
を
以
っ
て
掲
上
し
も
し
く
は
暫
定
的
に
評
価
す
べ
き
で
あ
っ
た
財
産
諸
物
件
に
つ
き
、
暫
定
的
評
価
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の
根
拠
の
消
滅
と
い
う
理
由
に
よ
り
、
最
終
的
価
額
を
掲
上
す
る
こ
と
の
で
き
る
場
合
に
つ
い
て
も
亦
同
様
と
す
る
。

　
§
　
資
本
会
社
の
株
主
総
会
（
社
員
総
会
）
は
、
最
終
的
価
額
の
掲
上
に
基
づ
い
て
す
る
第
一
項
に
掲
げ
る
財
産
諸
物
件
に
つ
い

て
の
価
額
の
引
上
が
、
固
有
法
第
四
十
四
条
第
一
項
第
一
段
お
よ
び
第
四
十
四
条
第
二
項
第
一
段
に
規
定
す
る
名
目
資
本
金
の
最
低

金
額
に
達
す
る
場
合
に
限
り
、
会
社
の
継
続
を
決
議
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
呻
　
継
続
は
、
財
産
諸
物
件
が
返
還
せ
ら
れ
、
こ
れ
等
に
対
す
る
賠
償
ま
た
は
填
補
が
保
証
せ
ら
れ
、
も
し
く
は
そ
の
暫
定
的
評

価
の
根
拠
が
消
滅
し
た
歴
年
度
に
次
ぐ
歴
年
度
の
経
過
す
る
ま
で
を
限
り
、
決
議
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
種
の
条
件
が
本
法
施

行
前
に
已
に
備
わ
っ
て
い
る
と
き
は
、
一
九
六
一
年
十
二
月
三
十
一
日
迄
を
限
り
、
そ
の
継
続
を
決
議
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
〔
訳
者
注
〕
　
第
一
項
第
一
段
の
ド
イ
ッ
・
マ
ル
ク
賃
借
対
照
表
補
完
法
も
ま
た
複
数
で
あ
り
、
す
べ
て
の
補
完
法
を
含
む
。

　
　
　
　
　
　
　
第
五
章
　
資
本
欠
如
勘
定
の
消
去

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
条

　
固
有
法
第
三
十
八
条
に
よ
り
開
始
貸
借
対
照
表
に
掲
上
せ
ら
れ
た
資
本
欠
如
勘
定
(
K
a
p
i
t
a

l
v
e
r
l
u
s
t
k
o
n
t
o
)
の
消
去
に
は
、

他
の
法
律
規
定
に
よ
る
消
去
に
使
用
す
べ
き
金
額
の
外
に
、
固
有
法
第
四
十
七
条
第
一
項
に
よ
る
掲
上
金
額
の
修
正
に
基
づ
く
価
額

引
上
、
お
よ
び
第
一
条
乃
至
第
四
条
に
よ
る
掲
上
金
額
の
変
更
に
基
づ
く
価
額
引
上
、
な
ら
び
に
法
定
積
立
金
ま
た
は
任
意
積
立
金

へ
の
繰
入
を
も
命
め
て
の
そ
の
他
の
使
用
が
、
資
本
欠
如
勘
定
の
存
す
る
限
り
許
さ
れ
な
い
年
度
純
益
を
当
て
る
べ
き
も
の
と
す
る
。

　
〔
訳
者
注
〕
　
已
に
施
行
せ
ら
れ
て
い
る
消
去
を
命
ず
る
他
の
法
律
規
定
は
、
一
九
五
三
年
八
月
二
十
日
の
「
戦
前
債
務
の
ド
イ
ッ
国
内
の
規
制
に
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関
す
る
法
律
」
に
基
づ
い
て
受
領
し
た
金
額
も
し
く
は
戦
前
債
務
の
減
少
額
だ
け
、
そ
の
消
去
を
命
じ
て
い
る
第
三
次
補
完
法
策
士
二
条
第
六
号

　
に
よ
り
改
正
せ
ら
れ
た
固
有
法
第
三
十
八
条
第
五
号
。

　
　
　
　
　
　
　
第
六
章
　
解
散
会
社
の
株
式
に
対
し
て
の
個
別
証
券
の
発
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
一
条

　
日
　
解
散
し
た
株
式
会
社
ま
た
は
株
式
合
資
会
社
は
、
有
価
証
券
整
理
法
(
W
e
r
t
p
a
p
i
e
r
b
e
r
e
i
n
i
g
u
n
g
s
g
e
s
e
t
z
)
第
四
十

一
条
に
よ
り
ラ
イ
ヒ
ス
・
マ
ル
ク
建
で
発
行
し
た
株
式
に
つ
き
作
成
す
べ
き
個
別
証
券
を
、
商
業
登
記
簿
へ
の
資
本
関
係
の
新
決
定

の
登
記
を
な
す
こ
と
な
く
、
総
合
証
券
の
ラ
イ
ヒ
ス
・
マ
ル
ク
名
目
金
額
の
高
ま
で
を
限
り
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
㈹
　
個
別
証
券
に
は
「
清
算
持
分
証
券
Ｌ
(
L
i
q
u
i
d
a
t
i
o
n
s
a
n
t
e
i
l
s
c
h
s
i
n
)
の
名
称
を
付
し
、
且
つ
そ
の
作
成
の
基
礎
と
な
る

ラ
イ
ヒ
ス
・
マ
ル
ク
建
株
式
の
名
目
金
額
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
清
算
持
分
証
券
に
は
株
券
に
関
す

る
規
定
を
適
用
す
る
。

　
呻
　
清
算
持
分
証
券
は
、
有
価
証
券
集
合
銀
行
(
W
e
r
t
p
a
p
i
e
r
s
a
m
m
e
l
b
a
n
k
)
に
提
出
す
べ
き
も
の
と
す
る
。
第
二
次
ド
イ

ツ
・
マ
ル
ク
貨
借
対
照
表
補
完
法
第
五
条
第
一
項
お
よ
び
第
二
項
、
な
ら
び
に
第
六
条
第
一
項
第
一
段
は
こ
れ
を
準
用
す
る
。

　
〔
訳
者
注
〕
　
有
価
証
券
整
理
法
は
、
戦
争
の
為
に
減
失
又
は
紛
失
し
た
有
価
証
券
の
法
律
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
為
の
も
の
。
正
確
に
は
一
九
四

　
九
年
八
月
十
九
日
付
の
「
有
価
証
券
制
度
の
整
理
の
為
の
法
律
」
。
外
に
こ
れ
を
補
充
す
る
法
律
そ
の
他
が
あ
る
。
有
価
証
券
集
合
銀
行
は
、
有

　
価
証
券
の
集
合
管
理
、
そ
の
振
替
な
ど
を
行
う
機
関
。
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1
　
　
第
二
部
税
法
的
規
定

　
　
　
　
　
　
第
一
章
　
在
外
財
産
お
よ
び
そ
の
他
の
暫
定
的
に
評
価
さ
れ
た
財
産
諸
物
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
二
条

　
日
　
第
一
条
の
意
味
に
お
け
る
財
産
諸
物
件
に
対
す
る
第
二
条
第
二
項
に
よ
る
最
終
的
掲
上
価
額
は
、
税
務
上
の
利
益
決
定
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
を
開
始
価
額
と
し
て
そ
の
基
礎
と
す
る
。
従
来
の
掲
上
価
額
と
最
終
的
掲
上
価
額
と
の
差
額
は
、
税
務
上
の
利
益
決

定
に
当
っ
て
は
顧
慮
し
な
い
も
の
と
す
る
。
最
終
的
価
額
と
し
て
、
第
一
条
第
三
項
に
よ
り
最
高
限
と
し
て
許
容
せ
ら
れ
る
価
額
を

掲
上
す
る
と
き
は
、
こ
の
価
額
と
財
産
諸
物
件
が
返
還
せ
ら
れ
る
時
に
お
け
る
価
額
と
の
差
額
は
、
貸
借
対
照
表
外
に
お
い
て
利
益

よ
り
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
㈹
　
第
一
条
の
意
味
に
お
け
る
財
産
諸
物
件
の
掲
上
金
額
が
、
第
二
条
第
一
項
第
三
段
に
基
づ
い
て
、
財
産
諸
物
件
の
返
還
後
に

開
始
せ
ら
れ
た
会
計
年
度
の
年
度
貸
借
対
照
表
に
お
い
て
初
め
て
変
更
せ
ら
れ
る
と
き
は
、
そ
の
変
更
は
所
得
及
び
収
益
の
租
税
に

つ
い
て
は
、
当
該
財
産
諸
物
件
が
返
還
せ
ら
れ
た
会
計
年
度
の
年
度
貸
借
対
照
表
上
既
に
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
す
る
。
第
一
項

は
、
第
一
項
第
三
段
に
よ
る
利
益
よ
り
の
控
除
が
、
減
価
償
却
ま
た
は
価
値
修
正
を
第
一
条
第
三
項
に
よ
り
必
要
と
す
る
事
情
の
発

生
し
た
会
計
年
度
に
お
い
て
行
わ
れ
る
も
の
と
す
る
と
の
制
限
の
下
に
、
こ
れ
を
準
用
す
る
。
第
一
段
お
よ
び
第
二
段
は
、
査
定
が

有
効
で
あ
る
か
又
は
時
効
期
間
が
経
過
し
て
い
る
場
合
に
も
適
用
す
る
。
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呻
　
第
一
条
の
意
味
に
お
け
る
財
産
諸
物
件
が
、
そ
の
返
還
後
で
且
つ
第
二
条
第
一
項
に
定
め
る
年
度
貸
借
対
照
表
の
作
成
日

前
に
、
譲
渡
せ
ら
れ
も
し
く
は
経
営
財
産
か
ら
除
却
せ
ら
れ
た
と
き
は
、
返
還
後
に
終
了
す
る
会
計
年
度
の
税
務
上
の
利
益
決
定
に

つ
い
て
は
、
譲
渡
も
し
く
は
除
却
せ
ら
れ
た
財
産
諸
物
件
に
返
還
の
時
に
お
い
て
付
す
べ
き
価
額
を
、
開
始
価
額
と
し
て
そ
の
基
礎

と
す
べ
き
も
の
と
す
る
。
第
一
項
第
二
段
お
よ
び
第
二
項
第
三
段
は
、
こ
れ
を
準
用
す
る
。

　
糾
　
第
一
条
の
意
味
に
お
け
る
財
産
諸
物
件
も
し
く
は
こ
の
種
の
財
産
諸
物
件
に
対
す
る
請
求
権
が
、
返
還
前
に
譲
渡
せ
ら
れ
又

は
経
営
財
産
か
ら
除
却
せ
ら
れ
た
と
き
は
、
譲
渡
も
し
く
は
除
却
の
行
わ
れ
た
会
計
年
度
の
税
務
上
の
利
益
決
定
に
つ
い
て
は
、
譲

渡
収
入
ま
た
は
除
却
の
時
に
お
け
る
部
分
価
額
を
、
開
始
価
額
と
し
て
そ
の
基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
す
る
。
第
一
項
第
二
段
お
よ
び

第
二
項
第
三
段
は
、
こ
れ
を
準
用
す
る
。

　
㈲
　
第
一
条
の
意
味
に
お
け
る
財
産
諸
物
件
の
返
還
に
、
直
接
の
経
済
的
関
連
関
係
に
在
る
償
還
金
(
A
b
l
c
s
u
n
g
s
b
e
i
t
r
a
g
e
)

お
よ
び
類
似
の
費
用
は
、
所
得
及
び
収
益
の
租
税
に
つ
い
て
は
控
除
し
得
な
い
も
の
と
す
る
。

　
丙
　
第
一
項
乃
至
第
五
項
は
、
第
三
条
、
第
四
条
第
一
項
及
び
第
四
項
、
第
五
条
な
ら
び
に
第
六
条
の
意
味
に
お
け
る
財
産
諸
物

件
に
準
用
す
る
。
但
し
第
四
条
第
一
項
及
び
第
四
項
に
い
う
財
産
諸
物
件
に
つ
い
て
は
、
返
還
の
行
わ
れ
た
時
に
代
え
る
に
、
暫
定

的
評
価
に
対
す
る
根
拠
の
消
滅
し
た
時
を
以
っ
て
す
る
。

　
旧
　
第
一
項
乃
至
第
六
項
は
、
固
有
法
第
七
十
四
条
第
四
項
に
掲
げ
る
納
税
義
務
者
に
つ
き
準
用
す
る
。

　
四
　
ス
イ
ス
に
お
け
る
ド
イ
ツ
財
産
、
嘗
て
の
ド
イ
ツ
・
ラ
イ
ヒ
に
対
す
る
ス
イ
ス
還
邦
の
債
権
の
規
制
な
ら
び
に
ド
イ
ツ
の
負

担
調
整
に
関
し
て
の
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
と
ス
イ
ス
連
邦
と
の
間
の
三
つ
の
協
定
に
関
す
る
一
九
五
三
年
三
月
七
日
付
法
律
（
連

邦
法
令
公
報
Ⅱ
一
五
頁
）
第
三
条
第
二
項
は
、
そ
の
適
用
を
妨
げ
ら
れ
な
い
。
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〔
訳
者
注
〕
　
部
分
価
額
は
T
e
i
l
w
e
r
t
で
税
法
上
の
概
念
。
第
八
項
は
後
よ
り
追
加
せ
ら
れ
た
例
外
的
措
置
で
あ
る
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
三
条

　
日
　
第
一
条
、
第
三
条
、
第
四
条
第
一
項
及
び
第
四
項
の
各
場
合
、
な
ら
び
に
上
掲
の
他
の
規
定
に
関
連
し
な
い
限
り
に
お
い
て

の
第
五
条
の
場
合
に
は
、
固
有
法
第
七
十
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
な
ら
び
に
第
七
十
五
条
は
、
こ
れ
を
適
用
し
な
い
。
第
一
条
お

よ
び
第
三
条
の
各
場
合
に
つ
い
て
は
、
第
十
四
条
よ
り
生
ず
る
規
制
に
拘
ら
ず
同
様
と
す
る
。

　
㈹
　
べ
ル
リ
ン
旧
銀
行
に
対
し
て
は
第
一
項
を
準
用
す
る
。
第
三
次
ド
イ
ツ
・
マ
ル
ク
貸
借
対
照
表
補
完
法
第
二
十
七
条
は
、
こ

の
限
り
に
お
い
て
こ
れ
を
適
用
し
な
い
も
の
と
す
る
。

　
〔
訳
者
注
〕
　
ベ
ル
リ
ン
旧
銀
行
(
B
e
r
l
i
n
e
r

A
l
t
b
a
n
k
e
n
)
の
貸
借
対
照
表
法
に
つ
い
て
は
、
本
誌
第
十
二
号
の
拙
訳
参
照
。
第
三
次
補
完
法

　
と
の
関
連
は
同
稿
の
小
引
後
段
に
記
載
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
四
条

　
日
　
財
産
供
出
(
V
e
r
m
o
g
e
n
s
a
b
g
a
b
e
)
の
目
的
の
為
に
は
、
第
二
項
に
よ
り
生
ず
る
価
額
を
も
つ
第
一
条
に
掲
げ
る
財
産
諸

物
件
を
、
財
産
供
出
の
基
礎
と
な
る
財
産
と
す
る
（
負
担
調
整
法
第
二
十
一
条
、
第
八
十
条
）
。
信
用
利
益
供
出
(
K
r
e
d
i
t
g
e
w
i
-

n
n
a
b
g
a
b
e
)
　
の
目
的
の
為
に
は
、
こ
れ
等
は
、
ド
イ
ツ
・
マ
ル
ク
開
始
貸
借
対
照
表
の
基
準
作
成
日
に
お
け
る
営
利
経
営
の
価
額

の
決
定
に
当
り
（
負
担
調
整
法
第
百
六
十
七
条
第
五
項
）
、
併
せ
て
顧
慮
す
べ
き
財
産
と
す
る
。

　
図
　
価
額
決
定
（
第
一
項
）
の
為
に
は
、
第
十
二
条
に
よ
り
税
務
上
の
利
益
決
定
の
為
に
基
礎
と
せ
ら
れ
る
開
始
価
額
よ
り
出
発

す
べ
き
も
の
と
す
る
。
但
し
少
く
と
も
評
価
法
第
二
十
六
条
に
よ
り
当
該
の
時
に
生
ず
べ
き
価
額
を
下
る
こ
と
を
得
な
い
。
こ
の
価

額
よ
り
、
第
十
二
条
第
五
項
に
い
う
費
用
を
控
除
す
る
。
そ
の
残
額
は
、
ド
イ
ツ
・
マ
ル
ク
開
始
貸
借
対
照
表
の
作
成
日
よ
り
価
額
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決
定
（
第
一
項
）
に
至
る
ま
で
の
期
間
に
対
す
る
、
複
利
計
算
に
よ
る
利
子
額
だ
け
減
額
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
百
分
の
三

・
五
の
利
率
よ
り
出
発
し
、
利
子
控
除
の
期
間
は
、
そ
の
端
数
を
一
年
に
切
上
げ
る
。
物
的
財
産
は
、
利
子
控
除
に
つ
い
て
は
貨
幣

的
財
産
と
同
様
に
取
扱
う
べ
き
も
の
と
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
算
出
せ
ら
れ
た
価
額
は
、
財
産
供
出
お
よ
び
信
用
利
益
供
出
の
目
的

の
為
に
は
、
一
九
四
八
年
六
月
二
十
一
日
-
ベ
ル
リ
ン
州
(
L
a
n
d

B
e
r
l
i
n
)
に
あ
っ
て
は
一
九
四
九
年
四
月
一
日
-
に
確
定

せ
ら
れ
た
営
利
経
営
の
統
一
価
額
に
、
こ
れ
が
こ
の
統
一
価
額
の
掲
上
金
額
を
超
過
す
る
限
り
、
そ
の
差
額
を
加
算
す
る
も
の
と
す

る
。

　
匈
　
第
二
項
の
基
準
に
よ
る
財
産
供
出
の
四
半
年
分
の
金
額
は
、
第
一
条
の
意
味
に
お
け
る
財
産
諸
物
件
の
そ
れ
に
該
当
す
る
限

り
、
一
九
五
二
年
四
月
一
日
よ
り
、
返
還
も
し
く
は
返
還
に
先
立
っ
て
の
譲
渡
（
無
償
の
場
合
を
も
含
む
）
が
行
わ
れ
る
歴
年
の
四

半
年
末
に
至
る
迄
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
引
上
げ
な
い
。
第
十
二
条
第
四
項
の
意
味
に
お
け
る
除
却
の
場
合
に
つ
い
て
も
亦

同
様
と
す
る
。
第
一
段
は
信
用
利
益
供
出
に
こ
れ
を
準
用
す
る
。

　
糾
　
第
一
項
乃
至
第
三
項
は
、
第
三
条
に
い
う
財
産
諸
物
件
に
準
用
す
る
。

　
陶
　
第
一
項
乃
至
第
四
項
は
、
固
有
法
第
七
十
四
条
第
四
項
に
掲
げ
る
納
税
義
務
者
に
こ
れ
を
準
用
す
る
。

　
丙
　
財
産
供
出
お
よ
び
信
用
利
益
供
出
に
関
す
る
決
定
(
B
e
s
c
h
e
i
d
e
)
に
対
し
て
は
、
第
一
項
乃
至
第
五
項
よ
り
生
ず
る
法
律

関
係
を
斟
酌
し
て
の
新
決
定
が
こ
れ
に
代
わ
る
も
の
と
す
る
。
統
一
的
確
定
(
F
e
s
t
s
t
e
l
l
u
n
g
)
ま
た
は
査
定
(
V
e
r
a
n
l
a
g
u
n
g
)

が
法
律
上
有
効
で
あ
り
、
も
し
く
は
時
効
期
間
（
負
担
調
整
法
第
二
百
三
条
第
三
項
）
が
経
過
済
の
場
合
に
つ
い
て
も
亦
同
じ
と
す

る
。
代
わ
る
決
定
が
既
に
法
律
上
有
効
で
あ
る
と
き
は
、
従
前
の
決
定
に
お
い
て
行
わ
れ
た
裁
決
(
E
n
t
s
c
h
e
i
d
u
n
g
)
　
　
が
不
当
で

あ
る
(
u
n
z
u
t
r
e
f
f
e
n
d
)
と
の
理
由
で
、
新
決
定
を
取
消
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
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旧
　
次
の
各
規
定
は
そ
の
適
用
を
排
除
さ
れ
な
い
。

一
、
ス
イ
ス
に
お
け
る
ド
イ
ッ
財
産
、
嘗
て
の
ド
イ
ッ
・
ラ
イ
ヒ
に
対
す
る
ス
イ
ス
連
邦
の
債
権
の
規
制
な
ら
び
に
ド
イ
ッ
の
負
担

　
調
整
に
関
し
て
の
、
ド
イ
ッ
連
邦
共
和
国
と
ス
イ
ス
連
邦
と
の
間
の
三
つ
の
協
定
に
関
す
る
、
一
九
五
七
年
六
月
二
十
二
日
付
の

　
法
文
（
連
邦
法
令
公
報
Ⅱ
四
九
七
頁
）
に
お
い
て
の
一
九
五
二
年
三
月
七
日
付
法
律
（
連
邦
法
令
公
報
Ⅱ
一
五
頁
）
第
三
条
第
一
項
、

　
第
四
条
及
び
第
四
条
ｃ
乃
至
第
四
条
ｅ
、
一
九
五
四
年
四
月
十
日
付
ス
イ
ス
に
お
け
る
ド
イ
ッ
財
産
の
財
産
供
出
に
関
す
る
命
令

　
（
連
邦
法
令
公
報
Ｉ
ハ
八
頁
）
、
及
び
従
前
の
ド
イ
ッ
・
ス
イ
ス
間
の
交
互
計
算
取
引
の
清
算
に
関
す
る
、
一
九
五
六
年
七
月
十
六
日

　
ボ
ン
に
て
署
名
の
ド
イ
ッ
連
邦
共
和
国
及
び
ス
イ
ス
連
邦
間
の
協
定
に
対
す
る
一
九
五
七
年
四
月
四
日
付
法
律
（
連
邦
法
令
公
報
Ⅱ

　
六
六
頁
）
第
二
条
。

二
、
ス
エ
ー
デ
ン
に
お
け
る
ド
イ
ッ
財
産
、
三
業
保
護
権
(
G
e
w
e
r
b
l
i
c
h
e

S
c
h
u
t
z
r
e
c
h
t
)
の
複
活
な
ら
び
に
ド
イ
ッ
の
負
担

　
調
整
に
関
し
て
の
、
ド
イ
ッ
連
邦
共
和
国
と
ス
エ
ー
デ
ン
王
国
と
の
間
の
、
一
九
五
六
年
三
月
二
十
二
日
ボ
ン
に
て
署
名
の
三
つ

　
の
協
定
に
対
す
る
一
九
五
六
年
七
月
二
十
三
日
付
法
律
（
連
邦
法
令
公
報
Ⅱ
八
一
一
頁
）
第
三
条
第
二
項
。

三
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
お
け
る
ド
イ
ッ
財
産
、
工
業
上
の
権
利
保
護
(
G
e
w
e
r
b
l
i
c
h
e
r

R
e
c
h
t
s
s
c
h
u
t
z
)
関
係
及
び
従
前
の
ド
イ

　
ッ
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
間
の
交
互
計
算
取
引
の
清
算
に
関
す
る
、
ド
イ
ッ
共
和
国
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
共
和
国
間
の
一
九
五
八
年
四
月
三
日

　
付
三
協
定
に
対
す
る
一
九
五
九
年
三
月
二
十
五
日
付
法
律
（
連
邦
法
令
公
報
Ⅱ
二
六
四
頁
）
第
七
条
。

四
、
従
前
の
ド
イ
ッ
・
イ
ラ
ン
間
の
交
互
計
算
取
引
の
清
算
に
関
す
る
ド
イ
ッ
共
和
国
と
イ
ラ
ン
王
国
間
の
、
一
九
五
九
年
十
二
月

　
二
十
二
日
付
協
定
に
対
す
る
一
九
六
一
年
三
月
十
四
日
付
法
律
（
連
邦
法
令
公
報
Ⅱ
一
〇
五
頁
）
第
三
条
。

　
四
　
第
四
条
第
一
項
お
よ
び
第
四
項
の
意
味
に
お
け
る
財
産
諸
物
件
は
、
財
産
供
出
の
基
礎
と
な
る
財
産
（
負
担
調
整
法
第
二
十
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一
条
、
第
八
十
条
）
と
見
做
さ
ず
、
信
用
利
益
供
出
の
目
的
の
為
に
、
ド
イ
ツ
・
マ
ル
ク
開
始
貸
借
対
照
表
の
基
準
作
成
日
に
お
い

て
、
営
利
経
営
の
価
額
の
決
定
に
当
り
顧
慮
す
べ
き
財
産
（
負
担
調
整
法
第
百
六
十
七
条
第
五
項
）
と
見
做
さ
な
い
。
第
五
項
お
よ

び
第
六
項
は
こ
れ
を
準
用
す
る
。

　
〔
訳
者
注
〕
　
財
産
供
出
、
信
用
利
益
供
出
は
、
孰
れ
も
訳
者
の
私
造
訳
語
。
こ
れ
等
は
負
担
調
整
法
に
基
く
供
出
で
、
信
用
利
益
は
、
幣
制
改
革

　
に
よ
っ
て
生
じ
た
債
権
者
損
失
を
債
幣
者
利
益
が
超
過
す
る
額
に
基
づ
い
て
算
出
さ
れ
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
五
条

　
監
理
委
員
会
法
第
五
号
(
K
o
n
t
r
o
l
l
r
a
t
g
e
s
t
z

N
r
.

5
)
又
は
外
国
に
お
け
る
こ
れ
に
該
当
す
る
規
範
に
よ
っ
て
定
ま
り
、
又

は
軍
政
府
法
律
第
五
十
三
号
、
在
ベ
ル
リ
ン
連
合
国
司
令
部
命
令
B
K
/
O

(
4
6
)
3
3
7
’
　
も
し
く
は
ベ
ル
リ
ン
の
米
・
英
及
び
仏
地
区

の
司
令
官
に
よ
る
命
令
第
五
百
号
に
よ
っ
て
引
渡
を
受
け
た
、
財
産
諸
物
件
の
返
還
に
関
連
し
て
獲
得
し
、
且
つ
所
得
税
法
第
四
条

第
一
項
又
は
第
五
条
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
な
い
収
入
は
、
所
得
税
法
第
三
十
四
条
の
税
率
に
よ
り
所
得
税
を
課
し
、
又
は
団
体
税

法
の
税
率
の
四
分
の
一
に
よ
り
団
体
税
を
課
す
も
の
と
す
る
。
第
十
二
条
第
二
項
第
三
段
お
よ
び
第
五
項
は
こ
れ
を
準
用
す
る
。

　
〔
訳
者
注
〕
　
団
体
税
は
K
O
r
p
e
r
s
c
h
a
f
t
s
s
t
e
u
e
r
の
訳
語
。
わ
が
国
で
は
一
般
に
は
法
人
税
と
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
性
質
か
ら
特
に
別
語

　
を
採
る
。

　
　
　
　
　
　
　
第
二
章
　
参
加
の
掲
上
価
額
の
再
修
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
六
条
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日
　
第
七
条
に
よ
る
参
加
の
掲
上
金
額
の
再
修
正
に
は
、
固
有
法
第
七
十
三
条
第
四
項
お
よ
び
第
七
十
四
条
第
二
項
乃
至
第
四
項

を
適
用
す
る
。
税
務
開
始
貸
借
対
照
表
に
お
い
て
修
正
せ
ら
れ
た
掲
上
価
額
は
、
一
九
五
五
年
十
二
月
三
十
一
日
以
前
に
終
了
す
る

会
計
年
度
の
税
務
貸
借
対
照
表
上
こ
れ
を
維
持
す
べ
き
も
の
と
す
る
。
固
有
法
第
七
十
五
条
は
、
統
一
価
額
の
変
更
に
つ
い
て
も
、

一
九
五
〇
年
一
月
一
日
、
一
九
五
一
年
一
月
一
日
お
よ
び
一
九
五
二
年
一
月
一
日
に
は
、
修
正
価
額
を
基
礎
と
す
る
こ
と
を
条
件
と

し
て
、
こ
れ
を
適
用
す
る
。
一
九
五
二
年
一
月
十
六
日
の
、
歴
年
度
一
九
四
九
年
乃
至
一
九
五
一
年
の
財
産
評
価
（
一
九
四
九
年
の

基
礎
査
定
）
の
為
の
法
律
（
連
邦
法
令
公
報
Ｉ
二
二
頁
）
第
九
条
お
よ
び
第
十
条
第
一
項
は
、
こ
の
限
り
に
お
い
て
適
用
し
な
い
。
第

十
二
条
第
二
項
第
三
段
は
準
用
す
る
。

　
㈹
　
税
務
開
始
貸
借
対
照
表
に
は
、
第
一
条
第
三
項
の
準
用
に
よ
り
修
正
貸
借
対
照
表
に
、
よ
り
低
い
価
額
が
掲
上
せ
ら
れ
て
い

る
と
き
に
お
い
て
も
、
第
七
条
第
三
項
第
一
段
前
半
に
よ
り
許
容
せ
ら
れ
る
価
額
を
掲
上
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
段
に
よ
る
税
務

開
始
貸
借
対
照
表
の
修
正
は
、
お
そ
く
も
、
第
七
条
第
四
項
に
定
め
る
年
度
貸
借
対
照
表
を
、
財
務
官
庁
に
提
出
す
る
日
に
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
一
項
は
こ
れ
を
準
用
す
る
。

　
呻
　
譲
渡
も
し
く
は
除
却
の
と
き
、
な
お
第
三
次
ド
イ
ツ
・
マ
ル
ク
貸
借
対
照
表
補
完
法
第
四
条
第
一
項
第
二
段
の
意
味
に
お
け

る
参
加
の
性
質
を
有
す
る
資
本
会
社
に
対
す
る
持
分
が
、
譲
渡
せ
ら
れ
も
し
く
は
経
営
財
産
か
ら
除
却
せ
ら
れ
た
と
き
は
、
譲
渡
ま

た
は
除
却
が
無
か
っ
た
場
合
第
七
条
も
し
く
は
第
二
項
に
よ
る
掲
上
価
額
の
再
修
正
の
条
件
が
こ
れ
等
に
つ
き
存
在
す
べ
き
と
き
、

税
務
開
始
貸
借
対
照
表
上
の
こ
れ
等
の
掲
上
価
額
を
、
更
め
て
修
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
七
条
第
三
項
第
一
段
前
半
お
よ
び
第

一
項
は
こ
れ
を
準
用
す
る
。

　
〔
訳
者
注
〕
第
一
項
の
「
統
一
価
額
の
変
更
に
つ
い
て
Ｌ
の
原
語
は
、
b
e
i

W
e
r
t
f
o
r
t
s
c
h
r
e
i
b
u
n
g
e
n
で
あ
る
。
F
o
r
t
s
c
h
r
e
i
b
u
n
g
s
g
e
s
e
t
z
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v
o
m

1
0
.3
.
1
9
4
9
に
基
い
て
す
る
、
統
一
価
額
変
更
に
関
す
る
税
務
上
の
措
置
を
指
す
か
ら
、
そ
の
意
味
の
語
を
当
て
た
も
の
で
あ
る
。
基

　
礎
査
定
は
財
産
税
に
つ
き
行
わ
れ
る
三
年
間
に
亘
る
査
定
で
、
原
語
H
a
u
p
t
V
e
r
a
n
l
a
g
u
n
g
.
に
当
て
た
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
条

　
日
　
第
七
条
に
基
い
て
参
加
の
掲
上
価
額
の
再
修
正
を
行
っ
た
貨
幣
機
関
、
保
険
業
お
よ
び
建
築
貯
蓄
金
庫
に
対
し
て
は
、
財
産

供
出
に
関
し
次
の
各
号
を
適
用
す
る
。

　
１
　
負
担
調
整
法
第
十
九
条
第
一
項
に
よ
る
免
除
は
、
第
七
条
に
よ
る
掲
上
価
額
と
第
三
次
ド
イ
ツ
・
マ
ル
ク
貸
借
対
照
表
補
完

　
　
法
第
一
条
乃
第
九
条
に
よ
る
掲
上
価
額
と
の
差
額
が
、
換
算
計
算
書
に
基
い
て
割
当
て
ら
れ
た
調
整
債
権
(
A
u
s
g
l
e
i
c
h
s
f
o
r
-

　
　
d
e
r
u
n
g
)
の
額
を
超
過
す
る
限
り
、
そ
の
適
用
が
な
い
。

　
２
　
負
担
調
整
法
第
十
九
条
第
二
項
に
よ
る
財
産
供
出
の
軽
減
に
つ
い
て
は
、
前
号
に
い
う
差
額
は
こ
れ
を
、
一
九
五
八
年
七
月

　
　
十
九
日
付
の
文
言
に
お
け
る
負
担
調
整
法
に
よ
る
調
整
供
出
に
関
す
る
第
十
二
次
施
行
令
（
連
邦
法
令
公
報
Ｉ
五
三
三
頁
）
第
四

　
　
条
に
よ
り
減
額
せ
ら
る
べ
き
、
供
出
債
務
の
高
に
加
算
す
べ
き
も
の
と
す
る
。

　
３
　
ペ
ル
リ
ン
旧
銀
行
に
つ
い
て
は
、
負
担
調
整
法
に
よ
る
調
整
供
出
に
関
す
る
第
十
二
次
施
行
令
第
八
条
の
場
合
に
は
第
一
号

　
　
を
、
同
第
九
条
の
場
合
に
は
第
二
号
を
準
用
す
る
。

　
§
　
財
産
供
出
に
関
す
る
決
定
は
、
第
一
項
よ
り
生
ず
る
法
律
関
係
　
(
K
e
c
n
t
s
i
a
g
e
)
　
を
斟
酌
し
た
新
決
定
が
こ
れ
に
代
わ
る

も
の
と
す
る
。
統
一
的
確
定
も
し
く
は
査
定
が
法
律
上
有
効
で
あ
り
、
も
し
く
は
時
効
期
間
（
負
担
調
整
法
第
二
百
三
条
第
三
項
）

が
経
過
後
の
場
合
に
つ
い
て
も
亦
同
様
で
あ
る
。
第
十
四
条
第
六
項
第
二
段
は
こ
れ
を
準
用
す
る
。

　
〔
訳
者
注
〕
第
一
項
第
二
号
の
「
減
額
せ
ら
る
べ
き
、
供
出
債
務
の
高
」
と
は
減
額
後
の
債
務
の
高
の
意
。
減
少
額
そ
の
も
の
で
は
な
い
。

■ 189



　
　
　
　
　
　
　
第
三
章
　
保
険
業
お
よ
び
建
築
貯
蓄
金
庫
の
退
職
給
与
引
当
金
に
対
す
る
税
法
的
規
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
八
条

　
第
三
次
ド
イ
ツ
・
マ
ル
ク
貸
借
対
照
表
補
完
法
第
二
十
三
条
は
、
保
険
業
お
よ
び
建
築
貯
蓄
金
庫
に
対
し
、
一
九
六
〇
年
十
二
月

十
五
日
以
降
に
終
了
す
る
会
計
年
度
に
つ
き
、
百
分
の
三
の
計
算
利
率
に
代
え
て
百
分
の
三
・
五
の
そ
れ
を
以
っ
て
代
え
る
こ
と
と

し
て
、
こ
れ
を
適
用
す
る
。

　
　
　
　
　
　
第
三
部
　
終
　
結
　
規
　
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
九
条

　
本
法
が
固
有
法
に
関
連
す
る
限
り
、
そ
の
適
用
範
囲
に
応
じ
、
一
九
四
九
年
八
月
二
十
一
日
付
、
ド
イ
ツ
・
マ
ル
ク
に
よ
る
開
始

貸
借
対
照
表
お
よ
び
資
本
の
新
決
定
に
関
す
る
法
律
（
固
有
法
）
　
（
連
合
経
済
地
域
管
理
部
法
令
公
報
二
七
九
頁
）
は
、
一
九
四
九
年
十

二
月
十
三
日
付
の
命
令
（
連
邦
法
令
公
報
一
九
五
〇
年
二
頁
）
に
よ
り
、
バ
ー
デ
ン
、
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
グ
・
ホ
ー
ヘ
ン
ツ
オ
レ
ル
ン

及
び
バ
イ
エ
ル
地
区
リ
ン
ダ
ウ
に
適
用
が
拡
張
せ
ら
れ
て
居
り
、
も
し
く
は
固
有
法
と
は
一
九
四
九
年
九
月
六
日
付
、
ド
イ
ツ
・
マ

ル
ク
に
よ
る
開
始
貸
借
対
照
表
お
よ
び
資
本
の
新
決
定
に
関
す
る
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
・
フ
ァ
ル
ツ
州
の
州
法
（
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
・
フ
ァ
ル

ツ
州
政
府
法
令
公
報
第
一
部
四
二
一
頁
）
を
意
味
す
る
と
解
釈
す
べ
き
も
の
と
す
る
。
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〔
訳
者
注
〕
　
一
九
四
九
年
の
ド
イ
ツ
・
マ
ル
ク
貸
借
対
照
表
法
(
D
-
M
a
r
h
b
i
l
a
n
z
g
e
s
e
t
z
)
を
本
訳
文
に
て
は
固
有
法
と
し
て
略
称
し
た
こ
と

　
は
、
第
一
条
の
訳
文
中
に
明
ら
か
に
し
て
お
い
た
通
り
で
あ
る
が
、
本
法
に
お
け
る
こ
の
語
は
ま
た
ラ
イ
ン
ラ
ン
ド
・
フ
ァ
ル
ツ
に
つ
い
て
は
、

　
同
名
称
の
同
州
法
を
意
味
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
条

　
日
　
本
法
は
、
一
九
五
二
年
一
月
四
日
付
第
三
次
経
過
法
(
U
b
e
r
l
e
i
t
u
n
g
s
g
e
s
e
t
z
)
　
（
連
邦
法
令
公
報
Ｉ
一
頁
）
第
十
二
条
第
一

項
、
第
十
三
条
第
一
項
の
制
限
の
下
に
、
ベ
ル
リ
ン
州
に
も
適
用
す
る
。

　
目
　
第
一
項
に
よ
る
本
法
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
を
適
用
す
る
。

　
１
　
本
法
が
固
有
法
も
し
く
は
ド
イ
ツ
・
マ
ル
ク
貸
借
対
照
表
補
完
法
の
規
定
に
関
連
す
る
限
り
、
一
九
五
〇
年
八
月
十
二
日

　
　
付
、
ド
イ
ツ
・
マ
ル
ク
に
よ
る
開
始
貸
借
対
照
表
お
よ
び
資
本
の
新
決
定
に
関
す
る
ベ
ル
リ
ン
州
法
（
九
ベ
ル
リ
ン
命
令
公
報
Ｉ

　
　
三
二
九
頁
）
の
該
当
す
る
規
定
、
な
ら
び
に
一
九
五
一
年
五
月
二
十
四
日
付
、
ド
イ
ツ
・
マ
ル
ク
貸
借
対
照
表
の
変
更
及
び
補

　
　
充
の
為
の
ベ
ル
リ
ン
州
法
（
ベ
ル
リ
ン
法
令
公
報
三
八
二
頁
）
の
該
当
す
る
規
定
か
、
こ
れ
に
代
わ
る
も
の
と
す
る
。

　
２
　
本
法
が
有
価
証
券
整
理
法
の
規
定
に
関
連
す
る
限
り
、
一
九
四
九
年
九
月
二
十
六
日
付
、
有
価
証
券
制
度
の
整
理
の
為
の
ベ

　
　
ル
リ
ン
州
法
（
大
ベ
ル
リ
ン
命
令
公
報
Ｉ
三
四
六
頁
）
の
該
当
す
る
規
定
が
、
こ
れ
に
代
わ
る
も
の
と
す
る
。

　
３
　
本
法
が
一
九
五
二
年
一
月
十
六
日
付
、
歴
年
度
一
九
四
九
年
乃
至
一
九
五
一
年
度
の
財
産
評
価
（
一
九
四
九
年
の
基
礎
査
定
）

　
　
の
為
の
法
律
（
連
邦
法
令
公
報
Ｉ
二
二
頁
）
第
九
条
、
第
十
条
に
関
連
す
る
限
り
、
一
九
五
四
年
三
月
九
日
付
、
ベ
ル
リ
ン
に
お

　
　
け
る
財
産
課
税
の
新
規
制
に
関
す
る
第
二
次
法
（
ベ
ル
リ
ン
法
令
公
報
一
四
○
頁
）
第
十
条
、
第
十
一
条
が
、
こ
れ
に
代
わ
る
も

　
　
の
と
す
る
。
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〔
訳
者
注
〕
　
べ
ル
リ
ン
地
区
に
本
法
を
適
用
す
る
場
合
の
、
代
っ
て
適
用
せ
ら
れ
る
ベ
ル
リ
ン
関
係
の
も
の
を
指
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
ベ
ル

リ
ン
・
ド
イ
ツ
・
マ
ル
タ
貸
借
対
照
表
法
に
つ
い
て
は
、
本
学
経
済
研
究
叢
書
第
四
冊
の
拙
稿
第
七
頁
以
下
を
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
一
条

本
法
は
一
九
六
一
年
七
月
一
日
に
こ
れ
を
施
行
す
る
。
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